
 

 

 

 

「６０歳からの川柳」  
 

～ 明るく前向きに老いを詠う（入賞作品） ～ 

 

 

 

古女房 年金だけが 赤い糸 
入賞／上田尚夫さん・７０歳（岐阜県多治見市在住） 

 

ヒラ通し 定年後すぐ 町会長 
入賞／楠畑正史さん・６４歳（大阪府泉佐野市在住） 

 

団らんに ワンテンポ遅れて 笑う吾 
入賞／近藤和子さん・７９歳（大阪府藤井寺市在住） 

 

宝クジ 買えばまだ出る ドーパミン 
入賞／宮入 聖さん・６１歳（埼玉県春日部市在住） 

 

老夫婦 あれ、これ、それで 意思疎通 
入賞／福島春敏さん・６５歳（愛知県海部郡在住） 

 

 

 

 第５回「６０歳からの主張」は、「小論文」「川柳」の２部門で募集を行いました。特に川柳は、

応募が多数寄せられ、ユニークで幅広いテーマでの作品が最も多く集まりました。ここで、最終

選考に通過した他作品をご紹介いたします。 
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＊川柳 最終選考通過作品 

 

～老いを詠う～ 

・孫らと 会話に欲しい 通訳者   ７８歳・男性 

・あら不思議 聞えぬ同志が 会話して  ６５歳・男性 

・年とると やる気あっても 居場所なし  ６１歳・男性 

・たし算と 塗り絵で忙しい 昼さがり  ７９歳・女性 

・着信のたび 老春の血が うずく   ７９歳・女性 

・古希の婆 孫のメールで 若返り   ７２歳・男性 

・悔いばかり せめて老後は 笑いたい  ８４歳・女性 

・これからが 真価発揮の 六十歳   ６４歳・男性 

・貯金より 人脈作ろう 老後のために  ７６歳・女性 

・孫遠く 老いの楽しみ 近くの湯   ６６歳・女性 

・近頃の 若いやつらが もう６０   ６６歳・男性 

・還暦や 昔の人が 偉く見え   ６６歳・男性 

・なりたくて 婆あになった 訳でなし  ６６歳・女性 

・可愛いと 言われるまでにゃ まだ遠し  ７２歳・女性 

 

～年金問題を詠う～ 

・年金が 国も会社も グルの悪   ６８歳・男性 

・年金 熟年合コン 申し込む   ７８歳・男性 

・年金の日だけ 家庭で 威張ってる  ７８歳・男性 

・社保庁に ファイナルアンサー つきつけたい ６８歳・男性 

・戦争で死なず 天引きで 殺される  ８３歳・男性 

 

～社会状況を詠う～ 

・天下り よくよく聞くと 天昇り   ６９歳・女性 

・「振込め」も 国の遣り方 真似ただけ  ６８歳・男性 

・自らの 衿は正さず 老に付け   ６９歳・女性 

・預貯金なし 携帯もなし 被害なし  ７８歳・男性 

・警察と メディアの謝意を 見てみたい  ６２歳・男性 

・この民に この政治あり その通り  ６２歳・男性 

・政治面 芸能欄と 間違えた   ６２歳・男性 

・知恵くらべ 振込め詐欺と いぶし銀  ６５歳・男性 

・給付金 うなずくべきか 舌打ちか  ６８歳・男性 



・マスコミが 世論を作る 恐ろしさ  ８２歳・女性 

・偉い人 三面記事で エライこと！！  ８２歳・女性 

・あやふやな 規制緩和に 怨み節   ７５歳・男性 

 

～高齢化問題を詠う～ 

・飴と鞭 アメだけ溶けて ムチ残る  ８２歳・男性 

・この時代 うば捨て山を 作る国   ６６歳・男性 

・１割が ３割となり 医院空き   ８８歳・男性 

・甘えるな 格差が有るから がんばれる  ６５歳・男性 

・なぜ急かす何れ あなたも来る道なのに  ６９歳・男性 

・敬老はいいから 養老頼みます   ７７歳・男性 

 

～日々の生活を詠う～ 

・特売場 老妻の腰 伸びており   ７８歳・男性 

・大概は 妻に掛かってくる 電話   ６６歳・男性 

・もういやだ 何しに来たか もう忘れ  ６５歳・男性 

・名刺だけ 偉くなっても 机なし   ６１歳・男性 

・肩書きが 消えて人間 取り戻し   ６５歳・男性 

・本物は 肩書き消えて 尚光る   ６５歳・男性 

・お年玉 孫に貰って アメを買う   ７８歳・男性 

・「薬飲め」 叱った子から 「薬飲め」  ７８歳・男性 

・丈夫がいい 愛車と同じ わが女房  ６８歳・男性 

・定年後 妻が上司で 家事労働   ６７歳・男性 

・再就職 部長よりも 平採用   ６５歳・男性 

・褒め合って 老後の画展 なごやかに  ７１歳・男性 

・幸せを 百円ショップで 間に合わせ  ７５歳・男性 

・もてあます 妻の小言と 空き時間  ６４歳・男性 

・見習おう 真面目に生きる 若者を  ７２歳・女性 
 

 

 

 

※連絡・照会先 

「６０歳からの主張」運営事務局 

〒１０４－８５５２ 

東京都中央区新富１－１４－８ 松永新富ビル４階 

ＴＥＬ：０３－３５５５－２７２７  



 


